
    

 

平成２３年１１月２２日（火） 

宮城県水産技術総合センター  

養殖生産部・普及指導チーム       

 

 

ノリの初入札会が開催されました！ 

 

 東日本大震災でノリ養殖業は，海面の養殖施設が流失し，陸上にあった全自動海苔製造機も半数以上

が壊れ，当初は今期の再開が危ぶまれていました。しかし，その後，約６０経営体が再開を決め，９月

下旬から約４５千枚の種網を採苗し，そのうち約１６千枚を使用して秋芽生産に向けて養殖を行ってき

ました。当センターでは，９月から松島湾等で生育環境調査を行い，ノリ養殖通報を発行し，生産者の

皆様に必要不可欠な情報を提供してまいりました。こうした取組のかいもあって，今年の秋芽は，栄養

塩に恵まれた上，赤ぐされ病の発生もなく順調に推移し，１０月３１日に浦戸支所を皮切りに摘採が始

まりました。そして，１１月２１日に宮城県漁業協同組合塩釜総合支所において，待ちに待った本県産

乾海苔の初入札会が開催されました。 

 約５０社２００人の買受人が参加した初入札会は，上場枚数３，４３６千枚（前年度比１４％），入

札金額５２，１２７千円（同２０％），平均単価１５．１７円/枚（同１４４％）という結果になりまし

た。今回の入札会は，最高値が七ヶ浜支所花渕浜産の黒優等級の３５円／枚で，最安値の物でも１０円/

枚となり，例年と比べ高値でした。また，良品の目安となる優及び優Ａの占める割合は約４７％で，こ

ちらも例年以上の成績となりました。 

 年内の入札は１２月１６日，１２月２６日に行われる予定です。今後，仙台，七ヶ浜，宮戸，石巻湾

の各漁場でも生産が本格化しますので，１２月から上場枚数は増える見込みです。 

  なお，年明け後の入札日は，冷凍網の生産状況を見て決定されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      乾海苔の初入札会の様子            上場された高品質な乾海苔 

 

 

 

 

 

 

 


